
















































































































































































































































































(33) 乗子（原名 Factors ファクトルス）ハ相乗スベキ各數ヲ云フ譬ヘバ abc ナル








対訳字書』の収録より 10 年も早かった。 
 










素 Derivative factor. 派生要素 Original factor. 本来要素（『和訳字彙：ウェブス
ター氏新刊大辞書』、三省堂、1888） 
(37) factor n.代理商（=agent），代辨人（=deputy）;（特に）問屋（=commission agent）;
（蘇）土地差配人（=land agent）；（数）因子，因数；要素，要因，原動力（或結果
を起こす與った事情・事実・影響など）．Common factor 公因数，公因子．factor of 









(38) …in arithmetic, the worked factor 實；the worked factor is the given number 實者
本數也；the working factor 法；the working factor is the supposed number 法者樣數
也（『井上哲次郎訂增 英華字典』、東京：藤本、1884） 
(39) One of the quantities from the multiplication of which proceeds the product, (數)生數, 
乘數, 因數(諸相乘數之一); as, a common factor, 












































































































(9) ウェブスター国際辞典1907年版の「factor」項に「One of the elements, circumstances, 
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(11) Noah Webster(1844). American Dictionary of the English Language. Published By J. S. 
And C. Adams. https://edl.byu.edu/webster（閲覧日：2021年1月30日）. 
(12) OEDに載っている「factor」の因数義の初出例（KERSEY Algebra I. iv 15）は1673年、要素
義の初出例（COLERIDGE Lay Serm. 339）は1816年に成立したものである。 
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【要旨】キーワード：訳語、術語、意味、語誌 
漢語「因子」は、「factor」の訳語として創出された近代漢語で、主として要素の意味を表すほか
に、数学では因数、生物学では遺伝子の意味を有するものである。本研究は、「因子」の語誌を記述
するために、その語形成、意味変遷および関連語彙との関係をめぐって、通時的考察を行う。語構
成要素「因」と「子」の結合条件、要素義と遺伝子義の取得、語源「factor」、同「factor」の訳語
とされる「因数」「要素」「遺伝子」などの語との関係が明らかになる。  
